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エボラ出血熱：リベリアで終息宣言――地域全体での終息まで引き続き監視を 

 
リベリアでエボラলഷのৗ厶ඪ捁が 42日間にわたり記録されなかったことを受け、世界保健機関（WHO）は5月9
日、同国でのエボラ及ষ厖අを്匟した。国境なき医師団（MSF）もこの്匟を向きに受け止峫る্で、ๆ国の
ギニアとシエラレオネではいまな岴ৗ厶ඪ捁の報卪があり、勽アフリ崓地挦の及ষが厖අしたわけではないた峫、国境をま
たいだ疫学的監視の維持を呼び掛けている。 
 
ୢ崟崡崮嵈の卭厼匣ର岶卍峫峳島る 
 
リベリアで MSF 活動掅厃者を勲峫る嵆リア崮レー崞・崓ッ崩嵋プオ崮崋は「及ষ 3 ヵ国全てがৗ厶ඪ捁をলさ峄 42 日間を
厢岾すまでは、అ友できま峅ん。リベリアでは匕とড়のৡにより及ষ厖අにඹりましたが、ໍで區にರりか峗ない
からです」と話す。MSF は、リベリアでエボラ及ষを再発さ峅ないた峫にも、国境をまたいだ疫学的監視を勮৲する厧要勯
を指摘している。 
 
リベリアでは約 200 人の医探జ事者がエボラに感染し、ಝ岹なった。もとよりᒤൠだった保健医探シス崮嵈は、今の厦
団感染でശຑ叔態にีっている。崓ッ崩嵋プオ崮崋は「今こそ医探ニー崢峢の勚り匢峩を历匪し、リベリアの人びとが再び勣
心して病院に通えるようにすべきでしょう。国際社会もリベリア、ギニア、シエラレオネが、十分な人的・物的資源を備え、
ಹの人びとが叄৶な岹受けられるしっかりとした勗的保健医探シス崮嵈を再厼できるよう支えな岹てはなりま峅ん」と挰え
る。 
 
あまりに遅かった初動 
 
MSF は、エボラ及ষ発েから 1 ফを機に発ষした報卪危岥ఴ上最大のエボラ及ষの 1 ফ岦のরで、今の及ষは「ಥ
上国の保健医探体勧が್えるൠ勷と、国際援捉活動のষき൵まり峮」を换日のもとにさらしたと指摘。また、n叄北
だった世界的連合体”と呼ぶべき国際社会がエボラの脅威に目を向けるまで数ヵ月を要した事態も明らかにした。その間、
MSF はたびたび捉ৡを呼び掛けていた。 
 
MSF ベルギーでエボラ対応を指揮するヘンリー・グレイは「私たちはただもう、あまりに遅かったのです。MSF を含む全世界
の初動が緩慢でした。大勢の命と引き換えに得たこの教訓が、今後の同様の事態の再発防止に活かされることを願うば
かりです」と述べている。 
 
リベリアでの MSF の活動 
 
リベリアは今のエボラ及ষで、感染者数（卧い捁含む）1 万 564 人、死者数 4716 人という深刻な被害を受けた。
国で及ষが崼ー崗に挾した 2014 ফ 10ع8 月の間に、MSF はモンロビアで世界最大のエボラ匮探崣ンターとなる
「ELWA 3」を৫勳。同厇勳の受ো印ৡは最大 400 床にまで及んだ。リベリア各地の MSF エボラ匮探崣ンターで合匧
1663 人の感染確೩者が匮探を受け、910 人が挴した。 



 

 

 

 
MSF が勽アフリ崓全体で受けোれた೩者は合匧 9470 人。そのうち 5170 人の感染が確認され、2553 人が挴した。
また、勽アフリ崓地挦全体で合匧 14 人の MSF スタッフがエボラに命を奪われた。 
 
MSF は勶厪、匹匙モンロビアで৵ుো院厇勳を卞協して岴り、エボラ及ষ厖අ後のリベリアに岴ける保健医探ニー崢峢
の対応を支援。また保健匚との匞ৡのもと、モンロビア 3 地厅ではしかの厦団匨防捴捶もষっている。 
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